
2013年（平成25年）2月 8

開館時間10時～18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

博 館物 t op i c s

沖
縄
を
代
表
す
る
芸
術
家
の
一
人
、
山

田
真
山
（
１
８
８
５
〜
１
９
７
７
）
は
、

日
本
画
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
彫
刻
家
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
工
芸
家
と
し
て
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
で
し
た
。

真
山
は
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
術

大
学
）
で
は
、
高た

か

村む
ら

光こ
う

雲う
ん

門
下
の
山や

ま

田だ

泰た
い

雲う
ん

の
も
と
で
彫
刻
を
学
び
、
そ
の
実
力
が

認
め
ら
れ
て
彫
刻
作
品
で
数
々
の
賞
を
受

賞
し
、
現
在
で
も
数
点
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
山
は
工
芸
に
も
興
味
を
持
ち
、
沖
縄

に
帰
郷
し
て
の
ち
陶
芸
と
漆
芸
を
学
び
ま

し
た
。
戦
後
、
壷
屋
の
陶
工
た
ち
と
協
同

し
米
軍
人
向
け
お
土
産
品
の
陶
器
を
多
数

製
作
し
ま
し
た
。
真
山
が
図
案
を
考
え
小こ

橋ば
し

川か
わ

永え
い

昌し
ょ
う

ら
が
作
陶
し
た
陶

板
な
ど
多
く
の
陶
器
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糸
満

市
の
平
和
祈
念
像
は
沖
縄
で

発
達
し
た
漆
芸
技
術
で
あ
る
堆

錦
（
つ
い
き
ん
）
で
出
来
て
い

ま
す
。
漆
の
特
性
を
深
く
理
解
し
た
真
山

な
ら
で
は
の
発
想
で
作
ら
れ
た
立
体
堆
錦

像
と
い
え
ま
す
。

真
山
は
イ
ラ
ス
ト
も
多
く
手
が
け
ま
し

た
。
１
９
４
６
年
か
ら
２
年
に
渡
っ
て
発

行
さ
れ
た
「
デ
イ
リ
ー
オ
キ
ナ
ワ
ン
」
と

い
う
米
軍
人
向
け
日
刊
紙
の
沖
縄
の
歴
史

風
俗
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん

の
挿
絵
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
戦

前
の
沖
縄
の
風
景
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
、

そ
の
後
こ
れ
ら
の
イ
ラ
ス
ト
は

『
沖
縄
繪
物
語
』
と
い
う
画
集

と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

本
企
画
展
で
は
、
山
田
真
山

の
絵
画
・
彫
刻
作
品
と
と
も
に

こ
れ
ら
様
々
な
関
連
資
料
を
展

示
し
、
そ
の
足
跡
と
作
品
世
界

を
紹
介
し
ま
す
。

期 

2
月
13
日
（
水
）
ま
で

費 

入
館
料
　
一
般
3
0
0
円

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報
「加藤直樹陶展～呼ぶ声～」
　那覇市立壺屋焼物博物館では、県外の陶芸作家を積極的に紹介するシリーズ企画展を始めました。第２
回目は、倉敷市在住の陶芸家、加藤直樹氏をご紹介します。加藤氏は、岡山大学教育学部を卒業後、2004
年岡山市に開窯。磁器によるオブジェを中心に制作発表を続けています。2006年よりピーマンをモチーフ
にしたシリーズ作品を制作。本展「呼ぶ声」では、生命への賛歌をテーマに、植物・昆虫、
そして人体を構成する骨をイメージしたインスタレーション作品を展示いたします。
日 ２月２日（土）～１７日（日）
※２日（土）は午後２時から加藤氏によるギャラリートークを実施（無料・申込不要）
場 ３階　企画展示室　費 無料
「城岳幼稚園シーサー展」
城岳幼稚園の園児が作った面シーサーを展示いたします。
園児たちの個性あふれる作品をぜひご覧ください。（主催：城岳幼稚園）
日 ２月２３日（土）～３月１日（金） ※最終日は午後４時まで 場 ３階 企画展示室 費 無料

学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリートーク～
日 2月17日（日）　午前10時から1時間程度
費 常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
申 不要。当日、博物館1階受付前に集合して下さい。

12
月
20
日
（
木
）、
松
山
地
域
の
環
境
浄
化
と
犯
罪
抑
止
の
強
化

を
目
的
に一括
交
付
金
を
利
用
し
た
設
置
で
は
県
内
初
と
な
る
「
街

頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
協
定
書
調
印
式
」
が
若
松
通
り
会
、
琉
石
通

り
会
、
那
覇
警
察
署
、
那
覇
市
の
四
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
松
通
り
会
の
新
垣
栄
一
郎
会
長
は
「
沖
縄
は
観
光
立
県
を
う

た
っ
て
お
り
、
そ
の
県
都
で
あ
る
那
覇
市
の
繁
華
街
が
安
心
で
安

全
な
場
所
に
な
れ
ば
、
沖
縄
県
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。さらなる安心・安全な

まちづくりのために
～松山地域街頭防犯カメラ設置協定書調印式～

12
月
27
日
（
木
）、
昨
年
8
月
に
米
女
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
初
優

勝
を
果
た
し
た
宮
里
美
香
選
手
の
優
勝
祝
賀
会
が
那
覇
市
内
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
、
翁
長
市
長
よ
り
宮
里
選
手
へ
「
那

覇
市
民
栄
誉
賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

宮
里
選
手
は
「
市
民
栄
誉
賞
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
季

は
樋
口
さ
ん
以
来
の
米
メ
ジ
ャ
ー
制
覇
を
目
標
に
掲
げ
、
焦
ら
ず

マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
沖
縄
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
感
謝
と
来
季
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

沖縄から世界へはばたく
～宮里美香選手へ那覇市民栄誉賞授与～

災害に強く、人と環境に
やさしい市役所
～市役所新庁舎落成式～

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

「
山や

ま

田だ

真し

ん

山ざ

ん

が
描
い
た
世
界
」（
2
）

▲『沖縄繪物語』より
　「龍潭池より王城を望む」

12
月
22
日（
土
）、仮
庁
舎
移
転
か
ら
3
年
4
カ
月
を
経
て
、旧
庁

舎
跡
地
に
新
た
に
完
成
し
た
市
役
所
新
庁
舎
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、

多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
て
、そ
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
地
上
12
階・地
下
2
階
建
て
で
、旧
庁
舎
の
2・4
倍
の

広
さ
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、今
ま
で
分
散
し
て
い
た
銘
苅
庁
舎
や
教

育
委
員
会
も
統
合
さ
れ
利
便
性
の
高
い
総
合
庁
舎
と
な
り
、さ
ら
に
、

建
物
全
体
を
緑
化
、免
震
構
造
も
備
え
、災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て

災
害
に
強
く
、人
と
環
境
に
や
さ
し
い
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加藤直樹作「骨の土」

2月期の国宝尚家衣裳特別展示「王国時代の女性用衣裳」（2/8～3/6）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）

開館時間10時～19時　木曜休館　☎869-5266 77


